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   子子子どどどもももたたたちちちののの笑笑笑顔顔顔がががキキキラララキキキラララ輝輝輝くくくここことととををを願願願っっっててていいいままますすす   
 江江  戸戸  小小    学学  校校  応応  援援  団団  

  

  

本校では「笑顔のかがやく江戸川小の子」を教育目標に据え、これまでも学習支援や環境整備、児童

の安全確保等において地域の方々より多大なるご協力を頂いて参りました。その歩みを財産としながら、

より多角的・創造的にご支援を頂けるよう応援団の運営を進めているところです。 

具体的には、学校評議員とＰＴＡ，ＰＴＡＯＢ会のご協力をもとに〔学校応援団コーディネーター会〕

を組織し、三つの柱をもとに計画・運営にあたっています。 

「職員やご協力いただく方々の創意工夫を生かそう」「永続的な支援体制を築こう」…など、多くのご

意見に学びながら活動を進めることができ、とてもありがたく感じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～江戸川小学校応援団～ 
 

「江戸川区学校応援団」は「子どもたちのために役立ちたい」という思いをもっている保護者や地域の

方々が、学校の希望することを応援するしくみです。 

地域・保護者・家庭が連携し、学校を取り囲む地域全体で子どもを見守り、育てていこうとする活動が

「学校応援団」です。 

 

今年度の重点 

◎これまで築いてきた

協力体制を生かし、児童

の体験活動をより充実

したものにする。 

◎たくさんの保護者の

方に参加していただけ

るように、活動時期や内

容を考える。 

◎学年単位による活動

の立案と実施を重視し、

より柔軟に学校応援団

の協力を得られるよう

にする。 

◎学力向上のために、学

習面での応援もお願い

できるような体制をつ

くる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子どもたちが学校でより楽しく学べることを目指して

活動しています。 

アドバイス役や講師となって下さるのは、多彩なご経験

や専門技術などお持ちの方ばかり。子どもたちは学ぶ内容

ばかりでなく、関わる方々がもつ個性にも惹かれながら、

意欲高く学習に取り組んでいます。 

・読み聞かせ（図書ボランティア） 

・クラブ活動支援（卓球クラブ） 

・ボランティア活動（江東園） 

・熟年者の方との交流（長寿会） 

・田植え指導（山形県鶴岡市事務所）  

・「江戸小祭り」の実施  など 

 

 子どもたちが気持ちよく安全に学校生活を過ごせるこ

とを目指して活動しています。 

 緑豊かで美しい学校のなかで、子どもたちは多くのこ

とを学んでいきます。また、子どもが安全に過ごせるこ

とは最も大切です。「地域の宝」を大切に育てようと、熱

き思いでご協力いただいています。 

・藤棚の手入れ（ＰＴＡＯＢ会） 

・図書室整備（図書ボランティア） 

・登下校時の見守り（見守り隊） 

・校外学習での付き添い（保護者） 

・算数科、体育科授業などでの支援（保護者、旧職員） 

・持久走大会での安全確保（一丁目町会） など 

学習・児童の活動の支援 

学校美化・安全に向

けた支援 

図書ボランティア 

による読み聞かせ 

樹木の手入れに 

ついてのお話 

見守り隊の方に見守 

られての集団下校 

低学年水泳授業

での安全サポー

ト 

江戸小祭りの開催 

 ＜学校長より＞ 

 江戸川小学校では〈地域とともに〉を合言葉に、学校評議員の皆様をはじめ、町会、保護者、ＰＴＡ、ＰＴＡＯＢ会、

すくすくスクールサポートセンターなど、多くの方々からたくさんのご支援やご協力をいただきながら教育活動を進めて

きました。これからも子どもたちの豊かな「育ち」と確かな「学び」のために、多くの方々の知識と経験、そして温かい

気持ちを分けていただきながら、家庭や地域と連携をさらに深めて『地域とともに歩む学校づくり』を推進していきたい

と考えています。 

 

 

                           

 

 ＜学校応援団代表より＞ 

 昨年度は、炊き出し体験や学校宿泊など災害を想定した活動を行うことができました。区役所、消防署、町会など、地

域の方々との強いつながりを再認識することのできた活動でした。企画、運営を進める中で実感したのは、いつ、どんな

時でも、子供たちの安全を大人が守ってあげなくてはいけないということでした。そのためには、日ごろから地域の方々

と連携し、子供たちのことを知っていただかなくてはいけません。学校応援団は、そんな地域と子供たちを結ぶ大事な架

け橋になることができればと思っています。 

 

 

                           


